
発
行
促
進
が
期
待
さ
れ
る
「
ブ
ル
ー

ボ
ン
ド
」
に
係
る
実
務
ガ
イ
ド
の
役
割

海
洋
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
へ
、

適
格
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
示

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

渡
邉
啓
久

長
島
・
大
野
・
常
松
法
律

事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

宮
下
優
一

海
洋
保
護
を
目
的
と
す
る

ブ
ル
ー
ボ
ン
ド

　

Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

に
関
し
て
す
で
に
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
原
則
」（
注
３
）
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
の
原
則
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド

と
は
「
調
達
資
金
ま
た
は
そ
の
相
当

額
の
す
べ
て
が
、
新
規
ま
た
は
既
存

の
適
格
な
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
部
ま
た
は
全
部
の
初
期
投
資
ま

た
は
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
み
に
充
当

さ
れ
、
か
つ
、
同
原
則
の
四
つ
の
核

と
な
る
要
素
に
適
合
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
債
券
」
を
指
す
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
グ
リ
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
生
物
多
様
性
保
全
、
気
候

変
動
へ
の
対
応
、
水
資
源
の
管
理
等

の
分
野
が
想
定
さ
れ
る
。
四
つ
の
核

と
な
る
要
素
と
は
、
調
達
資
金
の
使

途
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
・
選
定

の
プ
ロ
セ
ス
、
調
達
資
金
の
管
理
お

よ
び
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
│
│
で
あ
る
。

　

ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
は
、グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
の
一
種
で
あ
り
、
海
洋
保
護
や
持

続
可
能
な
漁
業
等
の
海
洋
関
連
の
目

的
に
資
金
使
途
を
限
っ
た
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
と

他
の
資
金
使
途
特
定
型
の
債
券
と
の

２
０
２
３
年
９
月
、
国
際
資
本
市
場
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
等
（
注
１
）
は
、
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
に
関
す
る
実
務

ガ
イ
ド
（
注
２
。
以
下
、
実
務
ガ
イ
ド
）
を
公
表
し
た
。
実
務
ガ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
は
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
一
種
で
、
海
洋
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
お
よ
び
関
連
す
る
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の

促
進
に
焦
点
を
置
い
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
の
発
行
事
例
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
な
か
、
実
務
ガ
イ
ド
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
内
容
を
概
説
す
る
。
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関
係
を
示
し
た
の
が
図
表
１
で
あ
る
。

　

実
務
ガ
イ
ド
が
策
定
さ
れ
る
以
前

に
も
、
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
の
発
行
事
例

は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
世
界
初
の

事
例
と
さ
れ
る
の
が
、
２
０
１
８
年

に
セ
ー
シ
ェ
ル
が
発
行
し
た
ブ
ル
ー

ボ
ン
ド
国
債
（
１
５
０
０
万
米
㌦
）

で
あ
る
。
そ
の
後
、
19
年
の
北
欧
投

資
銀
行
に
よ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ク

ロ
ー
ナ
建
て
債
（
当
時
の
レ
ー
ト
換

算
で
約
２
億
３
４
０
０
万
米
㌦
相

当
）
の
ほ
か
、
国
内
で
も
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
が
22
年
に
国
内
初
の
ブ
ル
ー
ボ

ン
ド
を
発
行
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な

ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現

　

海
洋
は
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
（
生

態
系
が
人
間
に
も
た
ら
す
恩
恵
。
注

４
）
の
源
泉
で
あ
る
。
同
時
に
、
漁

業
、
海
運
、
海
洋
・
沿
岸
の
観
光
業

な
ど
の
人
々
の
経
済
活
動
を
支
え
る

上
で
不
可
欠
な
地
球
シ
ス
テ
ム
の
構

成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
海
は
今
日
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
大
量
発
生
や
、

乱
獲
に
よ
る
水
産
資
源
の
減
少
等
の

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
海
洋

資
源
の
保
護
と
持
続
可
能
な
利
用
を

早
期
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
経
済
成
長
、
生
活
お
よ
び
職
業
の

向
上
、
海
洋
生
態
系
の
健
全
性
の
た

め
の
海
洋
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
。

注
５
）
を
促
進
す
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
一
方
で
、
そ
の
た
め
に
は
多
額

の
資
金
を
必
要
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
資
金
調
達
を
促
進
す
べ

く
、
18
年
に
は
欧
州
委
員
会
等
が
中

心
と
な
っ
て
「
持
続
可
能
な
ブ
ル
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
原
則
」

（
注
６
）
を
策
定
し
、
投
資
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
全
体
に
同
原
則
を
適
用
す

る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
旨
を
公
表

し
た
。
ま
た
、
国
連
環
境
計
画
・
金

融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
21
年
３
月
、

ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
投
融
資
お

よ
び
保
険
の
引
き
受
け
に
関
連
し
て

金
融
機
関
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス（
注
７
）

を
策
定
し
た
。
国
際
金
融
公
社
も
22

年
１
月
に
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
注
８
）
を
公
表
し
て

い
る
。

　

ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進
に
寄

与
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
は
、
必

ず
し
も
債
券
の
発
行
に
限
ら
な
い
。

国
内
に
お
い
て
も
、
近
時
、
海
洋
資

源
の
保
護
に
資
す
る
養
殖
事
業
に
対

す
る
資
金
提
供
の
た
め
の
「
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）」
や
「
ブ
ル
ー
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」

な
ど
借
入
れ
の
形
態
に
よ
る
取
り
組

み
が
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、
Ｐ
Ｉ

Ｆ
は
、
国
連
環
境
計
画
・
金
融
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
イ

ン
パ
ク
ト
金
融
原
則
」
に
の
っ
と
っ

た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

を
取
り
入
れ
た
融
資
形
態
で
あ
る
。

ブ
ル
ー
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
は
、
海
洋
環
境
や
海
洋
資

源
の
保
全
等
に
貢
献
す
る
事
業
を
支

援
す
る
た
め
の
貸
付
で
あ
り
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

一
種
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、

P
roxim

ar

（
23
年
３
月
）
や
Ｆ
Ｒ

Ｄ
ジ
ャ
パ
ン
（
23
年
７
月
）
に
よ
る

調
達
事
例
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
は
、

債
券
の
発
行
に
よ
っ
て
資
本
市
場
か

ら
の
資
金
調
達
を
可
能
と
す
る
直
接

金
融
の
手
法
で
あ
る
。
借
入
れ
と
並

ん
で
、
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進

に
向
け
た
企
業
の
取
り
組
み
に
対
す

る
有
力
な
資
金
調
達
の
選
択
肢
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

発
行
促
進
を
企
図
す
る

実
務
ガ
イ
ド
の
策
定

　

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
原
則
は
14
年
に

公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
グ
リ
ー

ン
ボ
ン
ド
に
つ
い
て
は
発
行
会
社
が

同
原
則
に
準
拠
す
る
か
た
ち
で
債
券

発
行
の
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

策
定
し
、
外
部
機
関
か
ら
同
原
則
と

の
適
合
性
に
関
す
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
取
得
す
る
と
い
う
一
連
の

実
務
が
確
立
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
一

種
と
い
う
位
置
付
け
に
起
因
し
て
、

ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
固
有
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
策
定
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

た
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
実
務
ガ
イ
ド
は
、

資
本
市
場
関
係
者
に
対
し
て
ブ
ル
ー

ボ
ン
ド
に
関
す
る
基
準
や
実
例
を
示

〔図表１〕 資金使途特定型債券の関係

（注） 　トランジションボンドは割愛。
（出所） 　実務ガイドをもとに筆者作成（図表２～

３も同じ）。

サステナ
ビリティー
ボンド

グリーン
ボンド

ブルー
ボンド

ソーシャル
ボンド

ブルー
ボンド
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す
こ
と
で
、
今
後
の
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド

の
発
行
促
進
を
企
図
し
た
も
の
で
あ

る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
（
法
的
拘
束
力
を

有
し
な
い
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
ル
ー

ル
）
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で

に
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
が
策
定
し
た
グ
リ
ー
ン

ボ
ン
ド
原
則
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド

原
則
（
注
９
）
な
ど
と
と
も
に
、
国
内

外
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
の
市
場
拡
大
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
実
務
ガ
イ
ド
は
債
券
を

念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
が
、
融
資
取

引
等
の
デ
ッ
ト
で
の
調
達
に
も
適
用

し
得
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
調
達
手
法
の
検
討
に
当
た

っ
て
も
参
考
に
な
る
。

適
格
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と 

イ
ン
パ
ク
ト
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
一
般
に
つ
い
て

「
グ
リ
ー
ン
性
」
の
認
定
、
す
な
わ

ち
明
確
な
環
境
改
善
効
果
を
も
た
ら

す
適
格
な
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
調
達
資
金
が
充
当
さ
れ
る
か
が
重

要
と
な
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
グ

リ
ー
ン
ウ
オ
ッ
シ
ュ
」
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
も
、
実
務
上
、
慎
重
に
検

討
が
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
な

お
、
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

本
来
の
環
境
改
善
効
果
と
は
別
に

（
付
随
的
に
）
環
境
に
対
し
て
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
効
果
を
も
た
ら
す
場
合
が

あ
り
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

効
果
の
緩
和
策
等
に
関
す
る
検
討
も

欠
か
せ
な
い
。

　

ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
に
つ
い
て
も
「
ブ

ル
ー
性
」
の
認
定
が
重
要
に
な
る
。

実
務
ガ
イ
ド
で
は
、
八
つ
の
適
格
ブ

ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
示
し
て
い

る
（
図
表
２
）。
な
お
、
こ
の
八
つ

の
類
型
は
、
ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
市
場
か

ら
支
持
さ
れ
、
最
も
よ
く
利
用
さ
れ

得
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
示
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て

も
適
格
性
は
肯
定
さ
れ
得
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
原
則
に
基
づ
く

ブ
ル
ー
ボ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の

発
行
後
に
所
定
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
具
体

的
に
は
、
適
格
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
調
達
資
金
の
充
当
の
状
況
に

関
す
る
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、

期
待
さ
れ
る
環
境
改
善
効
果
（
イ
ン

パ
ク
ト
）
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
（
イ
ン
パ
ク
ト
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
レ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
実
務
ガ
イ
ド

で
は
、
前
出
の
八
つ
の
適
格
ブ
ル
ー

〔図表２〕 適格ブループロジェクトの例

項目 概要

① 沿岸の気候変動
に対する適応・
強靱性

生態系やコミュニティーの強靱性・気候変動に
対する適応を支援するプロジェクト（自然を基
盤とする解決策を含む）
•  沿岸から50km以内または海洋環境内で行われ
るものに限る

② 海洋生態系の管
理・保全・回復

沿岸・海洋の生態系の健全性を管理・保全・回
復するプロジェクト
•  海洋環境内または沿岸から100km以内で行わ
れるものに限る

③ 持続可能な沿岸
・海洋観光

沿岸・海洋観光の環境面での持続可能性を改善
するプロジェクト

④ 持続可能な海洋
バリューチェー
ン

海洋バリューチェーンの環境面での持続可能性
を改善するプロジェクト
a. 持続可能な海面漁業の管理
b. 持続可能な水産養殖の操業
c. 海産物のサプライチェーンの持続可能性

⑤ 海洋再生可能エ
ネルギー

海洋・洋上再生可能エネルギーのエネルギーミ
ックスへの貢献を増加させるプロジェクト、海
洋環境を保護しながら持続可能なブルーエコノ
ミーの他のセクターを支援する再生可能エネル
ギープロジェクト
• 洋上風力発電（着床式および浮体式）、波力発
電、潮力発電、水上太陽光発電、海洋温度差
発電を含む

⑥海洋汚染 廃棄物の沿岸・海洋環境への流入防止・管理・
削減プロジェクト
a.  廃水管理（沿岸から100km以内で行われるも
のに限る）

b.  固形廃棄物管理（沿岸または海に排出する河
川から50km以内で行われるものに限る）

c.  資源の効率利用・サーキュラーエコノミー
d.   非特定汚染源管理（沿岸から200km以内また
は海に流れる河川（および支川）から50km以
内で行われるものに限る）

⑦ 持続可能な港湾 港湾機能・インフラの環境パフォーマンス・持
続可能性を増加させるプロジェクト

⑧ 持続可能な海上
輸送

海上輸送の環境パフォーマンス・持続可能性を
増加させるプロジェクト
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
類
型
ご
と
の
レ
ポ

ー
テ
ィ
ン
グ
例
が
示
さ
れ
て
い
る

（
実
務
ガ
イ
ドA

ppendix
1

）。
い

か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
指
標
を
設
定
す

る
か
は
、
実
務
的
に
は
、
そ
の
透
明

性
、
比
較
可
能
性
、
ウ
オ
ッ
シ
ュ
へ

の
懸
念
、
潜
在
投
資
家
の
期
待
、
発

行
体
に
よ
る
現
実
的
な
管
理
可
能
性
、

コ
ス
ト
等
の
多
様
な
要
因
が
考
慮
さ

れ
て
い
る
。
実
務
ガ
イ
ド
に
よ
り
例

示
さ
れ
た
こ
と
で
、
発
行
実
務
上
の

効
率
性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
実
務
ガ
イ
ド
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
指
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
図
表
２
で
挙
げ
た
「
④
持
続
可

能
な
海
洋
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」
の

「
持
続
可
能
な
水
産
養
殖
の
操
業
」

を
適
格
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選

定
す
る
場
合
の
指
標
例
は
、
図
表
３

の
と
お
り
で
あ
る
。
今
後
、
実
務
ガ

イ
ド
公
表
を
契
機
と
し
た
ブ
ル
ー
ボ

ン
ド
の
発
行
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

（
本
稿
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、

執
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
り
、
所

属
事
務
所
の
見
解
で
は
な
い
こ
と
を
申

し
添
え
る
）

（
注
）１　

国
際
資
本
市
場
協
会
（T

he 

International C
apital M

arket 

A
ssociation

）
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
、
国
際
資
本
市
場
協
会
、

国
際
金
融
公
社
、
国
連
環
境
計
画
・

金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
国
連
グ
ロ

ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
。

２　
「B

on
d

s to F
in

an
ce th

e 

Sustainable B
lue E

conom
y - A

 

P
ractitioner’s G

uide

」

３　
「T

he G
reen B

ond P
rinci-

ples

」（
２
０
２
１
年
６
月
。
22
年

６
月
に
付
属
書
を
更
新
）

４　

M
illen

n
iu

m
 E

cosystem
 

A
ssessm

ent

「E
cosystem

s and 

H
um

an W
ell-B

eing: S
cenarios 

V
olu

m
e 1: C

u
rren

t S
tate &

 

Trends

」（
05
年
）
27
ペ
ー
ジ

５　

世
界
銀
行
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「W
hat is the B

lue E
conom

y?

」

６　

欧
州
委
員
会
、Ｗ
Ｗ
Ｆ
、Prince 

of W
ales's International S

us-

tainability U
nit

お
よ
び
欧
州
投
資

銀
行（
Ｅ
Ｉ
Ｂ
）「T

he Sustainable 

B
lue E

conom
y F

inance P
rinci-

ples

」（
18
年
３
月
）

７　
「T

urning the T
ide: H

ow
 

to finance a sustainable ocean 

recovery: A
 practical guide for 

financial institutions

」（
21
年
３

月
）

８　
「G

uidelines for B
lue F

i-

nance: G
uidance for financing 

the B
lue E

conom
y, building on 

the G
reen B

ond P
rinciples and 

the G
reen L

oan P
rinciples

」

（
22
年
１
月
）

９　
「T

he S
ocial B

ond P
rinci-

ples

」（
23
年
６
月
）

み
や
し
た
　
ゆ
う
い
ち

07
年
大
阪
大
学
法
学
部
卒
、
09
年
京

都
大
学
法
科
大
学
院
修
了
。
10
年
弁

護
士
登
録
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
分
野
を
業
務
の
中
心
に
据
え
、
企

業
情
報
開
示
、
金
融
規
制
法
、
Ｍ
＆

Ａ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

主
に
取
り
扱
う
。

わ
た
な
べ
　
よ
し
ひ
さ

07
年
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
卒
、
09

年
慶
應
義
塾
大
学
法
科
大
学
院
修
了
。

10
年
弁
護
士
登
録
。
23
年
か
ら
慶
應

義
塾
大
学
法
科
大
学
院
非
常
勤
講
師
。

資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
建
設

・
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
、
農
林

水
産
、
不
動
産
取
引
に
関
連
す
る
法

務
を
主
に
取
り
扱
う
。

〔図表３〕 アウトプットと指標の例
持続可能な海洋バリューチェーン
－持続可能な水産養殖の操業

プロジェクトの
アウトプットの例 インパクト指標の例

持続可能な水産養殖、
藻類養殖、海洋養殖の
ためのインフラストラ
クチャーの新規開発ま
たは更新

持続可能な水産養
殖、藻類養殖、海洋
養殖の生産量（トン）

水産養殖システムから
の汚染を減少する新技
術の開発

開発した新技術（数）

水産養殖の（野生捕獲
ではない）代替飼料の
研究開発

試験により特定され
た新飼料（数）

水質、二酸化炭素回収、
持続可能な水産食品の
供給の改善のための回
復的な水産養殖プロジ
ェクトの開発

海域における栄養素
濃度の減少（％また
は㎜ol）

国家的な持続可能な水
産養殖政策および計画
の開発

新政策、計画（数）
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